する 低級と いう 意味で 初歩 的で ある、 とば かり は 云う 

ことが 出来ない。 寧ろ 基本的と いう 意味の 場合が 少な 

くないが、 科学の 歴史的 発展 や 構成 を 科学 論 的に 論じ 

るに 際して、 その 基本的と いう ことが 何 を 意味す るか 

という ことが 重大な 問題 だ。 もしそう でなければ、 

F • クライン などが 書いた 『初等数学』 の 類 は 科学的 

な 価値の 低い ものに 過ぎぬ という 事になる だろう。 又 

仮に 代数学が 微積分 学に 較べ て 初等 的な もの だとして 

も、 他方 それで は 方程式 論 は 変 分よりも 低級な もの だ 

と 云える だろう か。 整数論 乃至 数 論 は 単に 初等 的な も 

のだろう か。 群論 や マトリックス 理論 はどう か。 波動 



微分方程式よりも マトリックス を 使った 量子力学の 解 

き 方の 方が、 初歩 的 だとい うこと になる のだろう か。 

初歩 的 又は 要素 的 だとい うこと は、 それ 独自の 価値 

の ある ことで、 高級な ものに 対する 低級な ものと いう 

ことに は 限らない。 —— 処で 仮に 教養 乃至 素養と して 

の 科学 教育 (今一 時 自然科学 を 考えて おくと する) が 

事実上 小学校 中学校 高等学校 其の 他の 学校で 初歩 的 で 

初等 的な 科学 を 教える ことで あり、 之に 反して 専門の 

大学で 教授す るの が 事実上 高級な 科学的 知識で あると 

しても、 つまり 前の 場合 は 科学の 初等教育 (？) であ 

り、 後の 場合が 科学の 高等教育 であると しても、 この 



初等教育 は y J の 高等教育に 対比して 独自の 価値 を 持 つ 

ている。 

小学校 の 児童 に は 小学校 児童 らしい 初等教育が 必要 

なので、 その 意味で は 勿論 初等教育 は それ 自身に 独自 

の 価値が あるので あり、 もしそう でなければ 大学の 先 

生 は 小学校の 先生よりも 教育家と して 偉い というよう 

な 妙な 結論になる わけ だが、 今 云う の は そのこと では 

ない の だ。 科学 教育 自身に 於て、 つまり 科学 自身の 問 

題と して 見て、 要するに 生徒 や 学生の 年齢 其の 他の 問 

題と してではなくて 云わば 科学 そのものの 利害関係 か 

ら 云って、 科学の 初等教育 (？) は 科学の 高等教育 ( ？ ) 



問題 は 帰着し そうで ある。 例えば 或る 程度の 専門的な 

記憶力と 推理 力と、 その 知識の 教授法と を、 掛け合わ 

せた 数値の 一 等 高い 人が、 素養 的 科学 教育の 最も 優れ 

た 先生になる というわけだ。 自然科学の 先生が 専門の 

学識と 人格者で ある ことと を 要求され る、 というよう 

な 事情 を 少し 好意的に 解釈 すれば、 こんな 処 かも 知れ 

ない。 

だが こういう ような もの は 科学 教育に 於け る 師範 教 

育 的 迷信な ので ある。 素養 教育 乃至 普通教育 は、 大体 

教科書 を 使う ことが 出来る もの だが、 処が 実は 教科書 

と いう もの ほど 条件の ムッ かしい もの はない ので ある _ 



えて 行く と、 一切の 衆生 は 専門家の 下に 立つ 極めて 至 

ら ない 不完全 者に 過ぎなくなる。 夫 はまる で 現役の 将 

校が、 一 切の 国民 を 自分の 部下の 兵卒に 過ぎぬ と 考え 

るよう に 妙な 事で、 職業意識の 戯面 〔# 「戯 面」 は ママ〕 

なの だが、 こういう アカデミシャン 意識の カリ ケチュ 

ァは、 色々 と 尤もな 形の ナンセンス となって 現われる 

だろう。 例えば 科学的 啓蒙と 云えば 科学 を 易しく 素人 

に 教える ための ポプ ュ ラ リゼ ー シ ョ ン だと 思い込んだ 

り (之 は 何と 退屈な 通俗化で はない か)、 或いは 逆に そ 

ういう ジャ— ナ リズム (！) は 科学の 敵 だと 思ったり。 

—— 専門の 科学と いう 存在が もし 民衆の ための ものな 



ら (アカデミシャンの 神聖 文化でないなら)、 科学 教育 

の 問題 は 大局に 於て 素養 乃至 教養と しての 科学の 教育 

から 考えられて 行かねば ならぬ。 

予め 注意し なければ ならぬ の は、 教育と いう 一 般的 

な 観念で ある。 夫が 素質の 掖導 であると か 性格の 形成 

であると か 人間性の 陶冶で あると か、 其の 他 其の 他 

様々 に 云われて いる。 併し 之 は 一般の 教育に ついて だ。 

科学 教育 で は 教育 は ど う 考えられ ている のか。 そこに 

なるともう あまり ハツ キリと した 常識 は 用意され てい 

ないよう である。 処が 普通の 教育で 実際 行なわれ てい 

る処を 見る と、 少なくとも 科学 教育 は、 科学的 テ— ゼ 



を 何 かの 仕方で 教え込む ことに 他なら ない らしい。 中 

学校の物 理学 は 割合 少数の 物理 法則 を 教え込む、 高等 

学校で はもう 少し 沢山の 物理 法則 を 之に つけ 足す。 或 

いは 前者で は 精々 代数 乃至 三角 を 使った 公式 を 覚え、 

後者で は 微分方程式 を 使った 公式 を 覚える、 と 云った 

ような 次第で ある。 この 現状に は 恐らく 誤謬 はな い の 

だろう が、 併し そこから 出て 来る 唯一 の 常識. 科学 教 

育に 於け る 教育なる ものに 就いての 常識 は、 要するに 

既成の 科学的 成果の 若干 を 覚え込ませる という 事 だ。 

それが 科学的 知識と いう もので、 夫が 科学的 素養に も 

なり 教養に もなる と 常識 は 考えて いるよう である。 



歴史 や 地理に 較べて、 中学の 物理学な ど は 所謂 暗記 

物で はない とされて いる。 で ここで は 詰め込み主義 は 

大して 信用され ていない。 では その代りに 何が あるの 

か、 推理 か、 それとも 他の 何 かか。 だが 科学 教育 を そ 

ういう 心的 能力と いう 形式的 観念から 問題に する こと 

は 間違っても いるし 流行っても いないだろう。 だがし 

かし、 では 中学の 物理学 は 何 主義で 教えられ るか。 

本当 を 云う と 云わば 一 種の 歴史主義 (相対主義と は 

無関係と する) に 基くべき もの だ。 力学の 三 法則 は 如 

何に して 発見され 如何にして 整備され たか、 そして 夫 

は 誰に よ つ て どういう 問題 を 解くべく 求められ たか。 



は 平行す るの が 普通で、 理解した もの は 記憶 出来る し、 

記憶 出来た もの は 理解した ものに 限る の だ。 本当の 記 

憶に はだから、 理性に 対する ク— デ ー タ ー である 暗記 

などと は異 つて、 合理的な 根拠が、 心理的で 且つ 論理 

的な 根拠が、 ある。 夫が 歴史的な 来歴 • 科学 発達の 苦 

心の 跡、 によって 与えられる。 単に 之 は 記憶の 合理的 

な 根拠で あるば かりで はない。 推理 • 予想 • 及び 科学 

的な ファン タジ— (所謂 オリジナリティ— はこ こに 基 

く) さえの、 合理的な 根拠 だ。 吾々 が 与えられ ている 

物理 法則が どの 程度に 確かな もの か、 どういう 異論に 

出会いつつ あるか、 つまり どの 程度の 疑問の 余地の あ 



る もの か、 そういう こと を 抜きに された ただの 教材で 

は、 棒暗記の 他はなくて、 それから 何等の 想像 を 産む 

こと も 出来ぬ (この 想像力 は 探検の 精神に 近いだろう。 

探検 も 亦 一 つの 科学的 精神の 発露で ある。 地理 や 博物 

や 歴史の 興味が ここに 関係して いる)。 

で、 物理学なら 物理学の 現下の 諸テ— ゼが、 歴史的 

にどう いう 来歴が あって 今日に 至ってい るか (例えば 

一 体 純 実験的に 出された もの か 理論的に 導かれた もの 

か)、 今日 どういう 時代 的 条件に おかれて いるか、 そし 

て 今後 どういう 発達の 余地 を 見出し そうか、 という 知 

識が 物理学の 素養の 内容になる べきな の だ。 この 歴史 



的 認識 は 同時に Y J の 諸テ— ゼの 技術的 社会的 認識に も 

直接して いる。 今日の 社会に 於け る 技術 上の 実際問題 

にどう い う 関係が あるか ( 直接なければ ない という こ 

とが 又 一 つの 重大な 規定に なろう) が 判って、 初めて 

その 真理 性が 判る ので ある。 「実際 教育」 とか 「実業 教 

育」 とか 云う が、 夫が もしこう いう ことで なければ た 

だの 政治屋 的 片言に 過ぎない。 だが こうな つて 来る と、 

今日の 普通教育に 於け る 科学 教育から 見れば、 まるで 

夢の ような ものだろう。 だが 之が 夢で ある 限り、 素養 

教育. 教養と しての 科学 教育の、 原理 は どこに も 見出 

せないだろう。 依然として、 専門教育の 師範 教育的 縮 



題で も 何でもな いの だ。 之 は 自然 を 検討す る 問題で は 

なく 単に 生徒 を 検討す る 浅 墓な 教育 手段に 過ぎぬ。 科 

学 を 学んで、 科学の 「問題」 を 知らぬ と 云う こと は、 

恐る ベ き冒瀆 だ。 自然と 人類と に対する 恐る ベ き冒瀆 

なの だ。 本当に 問題 を 持たない から、 稚拙ながら も 問 

題 を 持たぬ から、 探究心 も 生じなければ 従って 興味 も 

生じ はしない。 —— 科学的 精神. 科学的 識見 は 決して 

養われな いので ある。 

尤も 私 は 観点 を 明らかにする ために、 事情 を わざと 

或る 程度 誇張して 描写す る。 皆が 皆まで こうだと 云う 

ので もなければ、 又 この 通りの 場合が 沢山 あると 云う 



ので もない。 併し 私の 云い 度 いのは この 科学的 精神- 

科学的 識見 • に 就いての 検討が、 科学 教育に 於て ハツ 

キリして いないと いう 点に 集中す るので ある。 科学 普 

通 教育と しての 素養 • 教養 • 教育の 問題 はこ こに 焦点 

を 有つ ている。 

男の 中等学校に は 物理 や 化学の 好きな 生徒が 多い。 

彼等の 興味 は 勿論 大切で ある。 興味がない 生徒に 何 を 

強いても、 夫が 興味 自身 を 作興す るに 成功し ない 限り、 

まず 無益だろう からだ。 だが 彼等の この 興味 を あまり 

高く 評価す る こと は 要 心する 必要が あるだろう。 彼等 

は 物理 や 化学の 書物 や 書式 や 実験装置 や 実験的 行動 や、 



つ まりそう いう 科学的な 風物に 審美的に 感動す る Y J と 

も 出来る の だ。 又 偶々 夫が 成績の 上で 得意で あると い 

うだけ で、 好きに も なれる もの だ。 興味がなければ 駄 

目 だが、 併し 興味 を 有つ 者が 皆 真に 科学 を 愛して いる 

と 即断す る こと は 出来ぬ。 物理 や 科学が 一 人前 以上に 

出来て、 一人前 以上の 興味 を 有って いた 中学の 秀才 も、 

一 一十 年 も 経つ と 多く は どこかの 県庁の 部長な どに おさ 

ま つ ている というよ うな 世情 を 参照す ベ き だ。 問題 は 

科学的 精神で ある。 横好きではなくて 理解から 来る 科 

学への 尊敬、 要するに 自然科学なら 自然科学が 探究す 

る 真理に 対する 尊敬、 という こと だ。 自然の 観察 • 考 



察 • と 之と は 深い関係が ある。 こういう 心情 を 誘掖す 

る ことが、 普通教育 としての、 素養 -教 養と しての、 

科学 教育の 第 一 条件だろう。 

但し 科学的 精神と いうと 実は 漠然とし すぎて いる。 

自然科学に 就い ての 深い 興味 も 科学的 精神なら ば、 一 

般に 社会科学 や 哲学 や 又 文学に ついて さえの 関心 も、 

科学的 精神だろう。 今まで 云って 来たの は、 前者の 方 

だ。 するとた だ 科学的 精神 • 科学的 識見 ，というので 

は 困る よう だ。 だが その 際 問題 は 科学的 精神に あるの 

ではなくて、 素質の 如何によ つて 生じて 来る 科学的 精 

神の 区別に あるので ある。 科学的 精神 は 一 つの 人間的 



達と しての 性向の 区別が ある。 だが この 区別に も拘ら 

ず、 一 般に 科学的 精神の 形成 は、 最も 大切な 科学 教育 

なので ある。 大体に 於て 素質が 専門 を択 ばせ る、 少な 

くと も 成功した 選択で はそう だ。 だが 今 は 専門と して 

の 科学の 教育の 話ではなくて、 教養と しての • 素養と 

しての. 科学の 教育の 話だった。 するとつ まり、 この 

科学的 精神なる もの は、 所謂 「科学」 にだけ 固有な 精 

神ではなくて 一 切の 事物に 就いての 科学的 態度 を 意味 

する ので あり、 まして 自然科学 にだけ 固有な 精神で は 

ない、 という 事になる。 科学の 広範な 意味 は 所謂 「科 

学」 から 一切の 芸術的 認識 を 含めての、 認識と いう こ 



今日の 日本な ど で 最も 大事 で 必要な の は 、 寧ろ 社会 の 

歴史の 認識に 於け る 科学的 精神 だ。 そこに 科学的 精神 

が あれば、 この 認識 は 科学になる し (社会科学 • 歴史 

科学)、 それがなければ この 認識 (？) は 認識に もなら 

ぬ。 科学で あるかな いか を 決定す るの はこの 科学的 精 

神であって、 その 逆で はない。 所謂 科学 も 之に よって 

初めて 科学と いう 名誉 を 持って いるの だ。 芸術 も 亦 一 

種の 条件 を 持った 認識な の だ。 観察と いう ものが どう 

いう 役割 を 持つ か を 見れば、 夫 はわ かるだろう。 之 は 

科学ではなくて 芸術 だ。 それ にも拘らず その 精神 は 科 

学 的で ある こと を 必要と する (必ずしも 良い 例で はな 



いが 例えば 寺 田寅彦 博士の 物理学と 随筆と を 見よ)。 

真理の 組織的な 探究が 必要な の だ (グ ル モンの 評論な 

ど を 見る と、 科学的 精神な る ものが どれ 程 普遍的な も 

ので あるかが 判ろう。 而も 之 はほんの 一例に 過ぎない 

ので ある)。 

自然科学の 専門家が、 一歩 その 専門 外に 出る 時、 全 

く 非科学的 になり 勝ち だとい うこと は、 方々 で 指摘 さ 

れ ている ことで ある。 自然科学の 専門家 は、 職業的に 

は 専門家で ある にも拘らず、 科学的 精神と いう 一個の 

人間 認識の 遂行 者と して は 必ずしも 老練家で ない こと 

を、 之 は 告げて いる。 専門的 科学 教育の 優等生で は 



あっても、 教養と しての 科学 教育の 落第生に 他なら ぬ 

というわけだ。 いや 専門の 科学に 就いて さえ、 今日 専 

門 科学者 の 皆が 皆 ま で 徹底的 に 科学的 であると は 云え 

ないよう だ。 つまり 中学生の 或る 者が 偶々 物理 や 化学 

が 好きだと いうのと 同じ 内容が 、 彼等が 専門 の 科学者 

であると いう ことの 人間的 実質 だ、 という 場合 さえ あ 

るので ある。 

科学的 精神と いう もの はごく 一般的な もので、 決し 

て 科学者の 専売で はない。 ただ 科学 教育と は、 この 科 

学 的 精神 を、 所謂 「科学」 に 就いて 誘導 開発す る もの 

の 謂いだ というの である。 従って 所謂 科学 教育 (普通 



教育と しての だ) が 生きた 意味 を 有つなら、 夫 は 必然 

に、 一切の 社会. 歴史. 文化. の 問題に 就いての 考察 

にも その 科学的な 態度 を 浸潤 さ せ 得る はずな の だ。 処 

で 実際 はそう は 行って いない。 日本人 程 科学的 精神 を 

教育され ていない 文明 人 はない 様 だ。 科学 は 西欧の 精 

神で あるな どと 云い 出す 盲 蛇に おじぬ 文化人が 充ち満 

ちている。 日本で は 生活に 就いての 科学的 認識が 極め 

て 薄弱な ので ある。 と 同時に、 他方 日本で は 科学が 文 

化 的な 玩具 か 生活の デコレ —シ ョ ン のよう な ものに 

なって いる。 だから 「知育 偏重」 反対論な ど を 耳に し 

て も、 驚く に は 値い しない。 科学と いう ものの 意味が、 



殆んど 全く 理解され ていないの だから。 

で ここに 科学 教育の 使命の 重大 さが、 露骨に 現われ 

て 来る だろう。 この場合 科学 教育 をた だの 「科学の 教 

育」 だな どと 見る こと は、 事柄 をゴマ 化す こと だ。 科 

学 的 精神 の 教育 こそが 科学 教育 の 目標で なければ なら 

ぬので ある。 —— だが 一 体 その 科学的 精神と は 何な の 

か、 と 問われる だろう。 併し 限定 は 極めて 簡単で 事足 

りる。 事物の 歴史的 転化に 就いての 理解が 夫で ある。 

事物 そのもの は 歴史的に 転化して 来たし 又 転化し つ つ 

ある、 之 を 因果 的に 説明し、 之に 合理的な 根拠 を 与え、 

之 を 検証し、 そして 之 を 初めて 実際的に (実地に 実践 



的に) 解釈す る 精神の ことで ある。 尤も クロ ー ド-べ 

ルナ— ルの 生物学 を 文学的に 直訳した ゾラな ど は、 恐 

らく 多少 拙劣な 科学的 精神だろう が。 

教養 や 常識 は、 この 精神の 存在に 基いて 初めて 成り 

立つ ことが 出来る。 そして 教育 や 啓蒙 も 亦、 この 精神 

を 中心に して 初めて 意義 を 有つ。 その 証拠に、 この 科 

学 的 精神の 存在 を 差 引いて 考えて 見る と 好い。 その 時 

教養と は 尤もらし いが 極めて 退屈な 文化人 的ポ ー ズに 

過ぎなくなる し、 常識 はた だの 無知と 同じ 事になる。 

教育 や 啓蒙 は 単に 先生 振る ことになる。 処で今 先生 振 

る 代りに 神聖な 専門家 を 気取る とする、 夫 は 科学的 精 



底本 " 「戸坂 潤 全集 第 一 巻」 勁 草書 房 

1966 (昭和^) 年 5 月お 日 第 ー 刷 発行 

1967 (昭和^) 年 5 月^日 第 3 刷 発行 

入力 ： 矢 野 正 人 

校正 " 松 永正敏 

2 003 年 9 月！： ： 曰 作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jp/) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



